
活動件数（R６年 4月～10月） 

第１位 多胎児支援…５５８件 

第２位 子供の習い事…３７５件 

第３位 保育園・幼稚園の迎え…２７０件 

第４位 保育園・幼稚園の迎え預かり…２２０件 

第５位 保護者の病気、その他急用時…１６７件 

※ 以前は、保育園・幼稚園の迎え預かりや、学童保 

育の迎え預かりが１位２位を占めていました。 

しかし、最近は多胎児支援や子供の習い事などが 

増え、ファミサポの利用に変化が見られます。 

 

 

当センターでは 2017 年より、会員

継続の意思確認を行うために、毎年 1

月に更新手続きを行ってきました。し

かし、この時期は新年度に向けての新

しい依頼等も重なり、更新作業に時間

がかかっていました。そのため、今年度

より更新月を 5 月に変更することにな

りました。 

次回５月号のファミサポ通信“クロー

バー”を発行する時に、会員継続の意

思確認をするハガキを同封します。（意

思表示の回答はハガキ以外に電話、

FAX、メール、電子申込等も受け付け

ます。）5 月の更新手続きの折りは、ご

協力をよろしくお願いいたします。 

※ 今年度入会された方は、更新手続

きは必要ありません。2026年5月

より毎年の更新が必要となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会  員  数 

依頼会員  1502 人 

援助会員  198 人 

両方会員  129 人 

合計    1829 人 
（2024 年 12 月 10 日現在） 

 

更新月は 5月に変更 
 新しい年明け、皆さまはどのように迎えられ

たでしょうか。 

昨年は、新年早々地震に始まり、それ以後も

台風による大雨や洪水、竜巻による突風などに

悩まされ、“いつ、何が起こるかわからない”と

思わされた一年でした。被災された方々の心の

傷が癒され、一日も早い地域の復旧復興を願

わずにはいられません。 

“大事にされたそのむこう 

じぶんが好き が育ちます 

みんながすき に実ります” 

という言葉をみつけました。子供は側にいてく

れる大人に世話をしてもらいながら、自分が

「大事にされていること」を感じます。 

ファミサポは、家族以外の大人との関わりを

持つ活動です。地域に自分を知ってくれる人が

いる、大事にしてくれる人がいるということは

子供にとってうれしい体験です。 

この新しい年も、地域の中で、この繋がりを

広げていきたいと願っています。 

今年もどうぞよろしくお願いいたします。 
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開催日 開催時間 テーマ 講師 

1月 23日（木） 10:30～12:00 ☆イヤイヤ期の子育て のびのび子育てプラザ保育士 

5月 22日（木） 10:15～12:00 ★子供の健康 小児科医：細井 岳氏 

5月 26日（月）予定 10:15～12:00 ★児童虐待の現状と課題 家庭児童相談室職員 

5月２６日（月）予定 13:30～16:30 ★乳幼児の救命講習 吹田市消防本部救急啓発グループ 

5月 30日（金） 10:15～12:00 ★子供の病気とけが 看護師：小野寺 芳子氏 

 

 

 

後半の交流会から・・ 

・昔援助した子供が大人になっても声
をかけてくれて嬉しいです。 

・提供する食事をしっかり食べてく
れて作り甲斐があります。でも食材
の値上げが… 

・援助会員宅での最低のルールを決
めて、後は子供が楽しくほっとでき
る場所を心がけています。 

・援助をしていて自分も成長させて
いただいてると感じています。 

・子育て中の方の役に立てたら嬉し
いです。 

などのお話が出ました。 

これからもよろしくお願いします！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 研修会場は、全研修『夢つながり未来館』です。 

※ 研修会の参加には事前の申し込みが必要です。 

※ ★印の研修会は援助活動するための必須講座です。未受講の援助会員及び両方会員は是非ご参加く

ださい。（両方会員で保育希望の方は申し込み時にご相談ください。） 

※ 『子供の病気とけが』『子供の健康』と☆印の研修は、のびのび子育てプラザとの共催講座です。 

保育人数の関係上、受講希望の依頼会員の方は直接、のびのび子育てプラザ（06-6816-8585）

に申し込んでください。（受付は概ね 2週間前からです。） 

 

 

 

研修会の 
ご案内 

ファミサポ交流会 

【研修会日程表】 

 

 

最初難しいと思ってたけど 
簡単に楽しくできました！ 

令和 6年 12月 4日にファミサポ交流会を開催しました。 

当日は６名の援助会員が参加され、前半はファブリックリースの作成をしました。 

 



令和６年 11 月 18日（月）、吹田市消防本部救急啓発グループ

の消防士さんに来ていただきました。 

前半は救命活動の現状や応急手当、心肺蘇生 

法などの講義があり、後半は人形・AEDを使っ 

た心肺蘇生と誤飲などで喉をつめた時の異物除 

去を実践で学びました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ファミサポ 
研修会レポート 

【乳幼児の救命講習】 

 

救急車を待つ間に心肺蘇生を行うと救命率が上がり

ます。早ければ早いほどよいです。 

吹田市は市民による救命実施件数が全国平均より多

いです。吹田市民の皆さん、素晴らしい！！ 

 

胸骨圧迫をずっとしてい

たら思った以上に疲れる

かも・・・ 

☆周りの人と協力して交

替しながら続けること

が大切！！ 
 

小児の腹部突き

上げ法訓練。 

☆乳児には腹部

ではなく胸部突

き上げ法を！！ 

 

大人と幼児で硬さが

ぜんぜん違う！ 

力加減が難しい・・・ 

今回教えていただいた中で、個人的に印象に残ったことは、 

＊腕の骨折の応急処置として Tシャツを三角巾の代用にする方法。 

＊AEDは到着した救命隊にデータを取ってもらえるように、心肺蘇生後も外さずそのままにしておくこと。 

救命の実践訓練を定期的に受けることは、いざという時に慌てず落ち着いて行動できる自信に繋がります。 

～乳幼児の救命講習は少なくとも 2～3年に１回の受講をお願いいたします～ 

 

昨年 10月 11日（金）に全国アドバイザー講習会がありました。「配慮が必要な家庭への

取り組み」について 3 センターからの事例報告があり、活発な意見交換がなされ今後の活

動の参考となりました。また 10 月 21 日（月）に北摂交流会があり、今回は吹田市で開催

し、7 市 2 町 21 名の方が参加がありました。各市、援助会員の不足や高齢化の課題があ

ることが分かり、悩みについても共感でき、参加してよかったとの感想が聞けました。 

全国アドバイザー講習会・北摂交流会に参加しました 



緊急連絡先           Tel : 06-6816-8585 

のびのび子育てプラザ   Fax: 06-6816-8588 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

すいたファミリー・サポート・センター 

〒565-0824  

吹田市山田西４丁目２番４３号 

吹田市立子育て青少年拠点夢つながり未来館 

のびのび子育てプラザ内 

Tel・Fax：06-6816-8500 
  
＜E-mail＞         
familysupport@city.suita.osaka.jp 

開設時間： 9:30～18:00（月～金） 

事前打ち合わせのルールについて再確認！ 

 事前打ち合わせは、依頼会員と子供・援助会員が初めて顔合わせをして、お互い”預ける・預かる”を確認す

るためのものです。事前打ち合わせ票をもとに、“お子さんの様子を聞くことができる”、“サポート中に何を

して過ごそうか具体的に相談できる”、“お預かりする部屋を見ることができる”等々安心サポートにつながる

大切なものです。もう一度ルールを再確認！ 
                                                

1．依頼会員はセンターから援助会員を紹介されたら、遅くとも 2～３日中に（まだ予定がたたなく

ても）ご連絡ください。 

2．事前打ち合わせの日程が決まれば、依頼会員がセンターまでご連絡ください。センターで保険を

かけます。 

3. 事前打ち合わせ当日、子供と一緒に基本は援助会員の自宅で行います。（送迎のみの依頼以外） 

4. 事前打ち合わせ終了後、依頼会員が結果報告をセンターまでご連絡ください。 

※ 令和 5 年 4 月より、有償（1 回 700 円）となりました。お知り合い同士であっても事前打ち合わせは必

要です。また、1 回目事前打ち合わせ時に、顔合わせをしなかった子供や、事前打ち合わせから２年以上

利用がなかった時、援助内容が変更になった時及びセンターが必要と判断した時は再度の事前打ち合わ

せが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎月、活動報告書を提出いただきありが

とうございます。郵便料金の値上がりによ

り援助会員の皆様には益々のご負担をお

かけしております。 

センターで毎月の活動の集計をする必要

があるため、大変心苦しいのですが、引き

続き翌月の 10 日までに提出をお願いしま

す。 

やむを得ず提出が遅れる場合、まずは、

活動の有無についてセンターへ報告をお願

いします。活動報告書の提出は２ヶ月分ま

とめても構いません。 

また、新しい活動報告書が必要な場合、

郵送に 1 週間～10 日程度かかります。毎

月残り枚数を確認の上、お早めご連絡くだ

さい。 

≪多胎児支援の活動報告書について≫ 

多胎児支援の報告書に関しては、補助金

の支払い手続きに必要ですので、翌月の

10日必着でセンターへご提出ください。 

 

活動報告書の 
提出について 

mailto:familysupport@city.suita.osaka.jp

